





















他  一个人  在  街  上  走  着。 
彼  一人    に  町    上   歩く  ASP1
彼は一人ぼっちで町を歩いている。 
(2) （結果状態の持続） 
门   开     着。 




   己摊人  吃  倒  酒  在  米里。 
 彼ら   飲む  ASP  お酒  に  そこ 
  ［彼らはそこでお酒を飲んでいる。］（他们在那儿喝着酒。） 
(4) （結果状態の持続） 
老李  徛  倒  在 米里。 
李さん 立つ  ASP  に そこ 
    ［李さんはそこに立っている。］（老李在那儿站着。） 
本論文は蔡橋方言における持続のアスペクトを表す“倒”について、動詞の語彙的意味との関係に着目して考察する。



























































(5) 困   倒！ 
    横たわる  COMP 
［横たわりなさい。］（躺下！） 
(6) 跍   倒！ 
しゃがむ  COMP  
［しゃがみなさい。］（蹲下！） 
(7) 跪   倒！ 
ひざまずく COMP 
［ひざまずきなさい。］（跪下! ） 
(8) 坐  倒！ 
    座る  COMP 
［座りなさい。］（坐下！） 
結果補語の“倒”はものの獲得を表し、（A1.1）①と（A1.2）①の動詞と結合する。次のようなものである。 
(9) 我  刚刚   捡   倒   两块   钱。 
私   先ほど  拾う    COMP   二元   お金 
［私は先ほど二元のお金を拾った］（我刚才捡到两块钱。） 
(10) 我   买  倒  一本  蛮   有意思  个  书。 







(11) 我    听  倒  己     个        声音     哩。 
私    聞く  COMP   彼     の   声    MOD 
［彼の声が聞こえた。］（我听到他的声音了。） 
(12) 我    看  倒  己。 










(13) 我  在  二楼  看  倒   己。 




(14) 你    看   倒  书、  莫  到  哪  去。 
あなた  読む  ASP    本   NEG   に   どこ  行く 
 ［あなたは本を読んでいて、どこにも行かないで。］（你看着书、哪儿都别去。） 
(15) 己  恰恰  讲  倒  话  在  米里。 
彼  先ほど 話す  ASP  話  に  そこ 
［彼は先ほどそこで話していた。］（他刚才在那儿说话。） 
(16) ＊3己  恰恰  讲  倒  话。 
    彼  先ほど  話す  ASP  話 
そして、場所句の位置については動詞の前にも、後にも置くことができる。 
(17) 己   看   倒  书  在  屋   里。 ＝己在屋里看倒书。 
彼   読む  ASP  本  に  部屋    なか 
［彼は部屋で本を読んでいる。］（他在房里看着书。） 
(18) 己摊人   吃   倒  酒  在  米里。 ＝己摊人在米里吃倒酒。 
かれら    む  ASP  お酒  に  あそこ 
［彼らはあそこでお酒を飲んでいる。］（他们在那儿喝着酒。） 
 さらに、場所句が動詞の前に現れる場合、場所語を省略してもいい。 
(19) 己  在   看   倒  书。  ＝ 己 在 屋  里  看  倒  书。 
彼  に   読む  ASP  本       彼 に 部屋  中  読む  ASP  本 
［彼は本を読んでいる］（他在看着书。） 
(20) 我    在  写     倒  字。  ＝ 我 在 果里  写  倒  字。 
      私   に  書く  ASP  字     私 に ここ  書く  ASP  字 
    ［私は字を書いている］（我在写着字。） 
 「内的情態動詞＋“倒”」は「主体動作動詞＋“倒”」と同様に、動作の持続を表す。ただし、場所句との共起が構文
に要求されない。 
(21) 己   总   挂       倒  娘爷、  劳  嗯  安心。 





(22) 己  刚   讲  倒  话  在  米里。 





→（否定文） 己  刚   没  在  米里   讲  话。 






(23) 己  买  倒  蛮   多  书   在   屋  里。 






(24) 己   买  倒  蛮   多  书    在   屋   里。 
彼   買う  ASP  とても  多い  本      に  家   中 
［彼はたくさんの本を買っていて、家に置いている。］（他买了很多书放家里。） 
(25) ＊己 卖  倒  蛮   多  书  在  屋  里。 
   彼 売る  ASP  とても  多い  本  に  家  中 
さらに、“倒”は動作の達成後の結果状態が存続していること、すなわち「状態の持続」を表すこともできる。この
場合、「“在”＋場所名詞」が要求されているほか、動詞の語彙的な意味も関わっている。たとえば、 
(26) 饭  煮  倒    在  鼎     里 





(27) 留     倒    蛮   深       个  胡子  在  脸  上。 
蓄える   ASP     とても  もじゃもじゃ  の  ひげ  に  顔  うえ 
［もじゃもじゃしたひげを顔中にはやしている。］（脸上留着很深的胡子。） 
(28) ＊刮  倒  蛮  深    个  胡子  在  脸  上。 
  剃る    ASP   とても もじゃもじゃ  の  ひげ  に  顔  うえ 
(29) 绹    倒  根   索索   在     身  上。 
締める   ASP   本   縄   に  体  うえ 
［1本の縄を体に締めている］（系着根绳子在身上。） 
(30) ＊解  倒  根  索索   在     身  上。 
   解く  ASP  本  縄  に  体  うえ 
“倒”は次のような動作主体の姿勢の変化を表す動詞につき、結果状態の持続を表すこともできる。この場合におい
ても場所名詞を必要とする。 
(31) 床   上  困  倒  个  人  在  米里。 
    ベッド   上  寝る  ASP  個  人  に  そこ 
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［一人がベッドに寝ている。］（床上睡着一个人。） 
(32) ＊床  上  困  倒  个  人。 







(33) 己  脱  倒  衣衫  在  嗯哩， 你   把      己    洗  一下。 




(34) 己  在  嗯里  脱  倒  衣衫。   







我    煮  倒  饭  在  灶屋。          
私   炊く  ASP  ご飯  に  厨房 
［私はご飯を鍋に炊いている。］（我煮了饭在饭锅里。） 
(36) （仕手の動作の持続） 
我  在  灶屋    煮    倒  饭。 
私  に  厨房    炊く   ASP ご飯 
［私は厨房でご飯を炊いている。］（我在厨房煮着饭呢。） 
次のような受け手の主語文においては、「受け手の結果状態の持続」のみを表すようになる。 
(37) 饭  在  鼎  里  煮  倒。 
ご飯  に  釜  中   炊く  ASP 
［ご飯は釜に炊いている。］（饭在饭锅里煮着。） 
(38) 饭  煮  倒  在  鼎  里。 
ご飯  炊く  ASP   に   釜  中 
［ご飯は釜に炊いている。］（饭在饭锅里煮着。）  
 この場合、文から場所語（“鼎里”）を取ることができない。 
(39) ＊饭  在  煮  倒。 
  ご飯  に  炊く  ASP 
(40) ＊饭  煮  倒  在。 


























(41) a.字典  在   桌子     上  摆  着。 
       辞書  に   テーブル    うえ   置く   ASP 
     ［辞書はテーブルに置いてある。］ 
b. ＊字典摆着在桌子上。 
(42) a.他  在   床    上    睡  着。 
彼  に   ベッド   うえ   寝る  ASP   
［彼はベッドで寝ている。］ 




a. 摆   哒  在   那里 
   置く  ASP  に  そこ 
 ［そこに置かれている］在那儿放着 
b. 坐   哒  在  屋  里头 
   座る  ASP  に  部屋  中 
  ［部屋に座っている］在房间里坐着 
(44) （赣語：江西丰城） 
a. 放   着  在  桌子   上  
   置く  ASP  に  テーブル  うえ 
［テーブルの上に置かれている］在桌子上放着 
    b. 写   着  在  簿基  上 
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   書く  ASP  に  ノート  うえ 
 ［ノートに書いている］在本子上写着 
(45) （呉語：浙江海盐） 
a. 茶杯    摆    起  台子    浪 
  コップ  置く  ASP  テーブル   に 
［コップがテーブルに置かれている］杯子在桌子上放着 
b. 钟    挂    起  墙头  浪 
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